














私は，本年 3 月に副研究科長の任期を終え，4 月から 3 年ぶりにフィールドセンター長を務めることになった。前回は，
19 年度から 21 年度にセンター長を務めたが，その任期期間中は，18 年 5 月 28 日の崖崩れで崩壊した法面と道路の修復，19
年 3 月 9 日の火災で焼失した 1,500m2 の畜舎等の復旧，20 年 6 月 14 日の岩手・宮城内陸地震で亀裂が入った構内幹線道路
の修復，22 年 2 月 28 日のチリ地震の津波で故障したポンプの交換などに追われた 3 年間であった。これほど多くの災害を












20 年 10 月に設置された家畜福祉学寄附講座は 1 年半の期間延長を行うことになり，フィールドセンターは，6 分野 1 寄
付講座体制，教員 19 名の充実した体制で活発な教育研究を展開している。
新棟の駐車場に引かれた白線がまぶしい川渡にて
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鳥取市，2012 年 9 月 4-6 日）
齋藤雅典（2012）東日本大震災：食・農・村の復興支援
－東北大学の挑戦－，根研究会2012年度大会（川渡セミナー























市，7 月 4 日～ 7 月 5 日）
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方太平洋沖地震津波の宮城県沿岸部農地への影響－津波堆
積物の可酸化性硫黄－，日本土壌肥料学会（鳥取大学，鳥
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春季研究発表会（2012 年 3 月，名古屋）
鎌田　立・岩村智美・北原　豪・大沢健司・佐藤衆介・
田中繁史・岡田啓司（2012）福島第一原子力発電所 20 km

































142．（2012 年 5 月，別府）招待講演
佐藤衆介（2012）福島原発 20 km 圏内で被災したウシの
利用を考える，日本放射線影響学会 55 回大会講演要旨集，




























第 154 回日本獣医学会学術集会講演要旨集 pxx（口頭）
須藤佳子・麻生　久・多田千佳・福田康弘・中井　裕
（2012）ウシ腸管上皮細胞を用いたウシコクシジウムの培
養，第 154 回日本獣医学術集会，第 154 回日本獣医学術集
会，第154回日本獣医学会学術集会講演要旨集，209．（口頭）
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（2012）Cathelicidin による Cryptosporidium 殺滅と感染細
胞のアポトーシス誘導，第 154 回日本獣医学術集会，第
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滋賀，3 月 17-21 日）（ポスター発表）
夏青青・清和研二（2012）サイズの異なる種子の発芽に
及ぼす R:FR 比と変溫の相対的重要性，第 59 回日本生態学
会（龍谷大学，滋賀県，3 月 17-21 日）（ポスター発表）
加藤さや・深澤　遊・清和研二（2012）ウワミズザクラ
実生の葉内から分離された内生菌の組成と病原菌抵抗性，




染率の違い，第 59 回日本生態学会（龍谷大学，滋賀，3 月
17 日 -22 日）（口頭発表）
巴音達拉・深澤　遊・清和研二（2012）ミズキとウワミ
ズザクラの置き換わりに及ぼす病原菌と菌根菌の影響，第
59 回日本生態学会大津大会（龍谷大学，滋賀，3 月 17-21 日）
（ポスター発表）
清和研二（2012）Hardwood recruitment into conifer planta-
tions in Japan: Effects of thinning and distance from neighboring 
hardwood forests. 第 59 回日本生態学会大津大会（龍谷大学，





Seiwa, K.（2012）Role of pathogens in maintaining species 
diversity of temperate forests. National Museum of Nature and 
Science International Symposium 2012（National Museum of 
Nature and Science, Tokyo, October 7）
Suyama, Y.（2012）Forest molecular ecology: Gene flow, 
genetic structure and conservation genetics of Fagus crenata. In-
ternational Symposium on Forest Molecular Ecology（Semyung 
University, Korea, October 27）
Suyama, Y.（2012）Forest molecular ecology: Gene flow, 
genetic structure and conservation genetics of Fagus crenata.
（Korea National Arboretum, Korea, October 29）
深澤　遊（2012）木材腐朽と変形菌．日本変形菌研究会
大会（2012 年 1 月 21 日，大阪市立自然史博物館）
深澤　遊（2012）木材腐朽菌から広がる生物のつながり
～枯死木の生物多様性・生物間相互作用をどう調べるか







59 回全国大会（2012 年 3 月，龍谷大学）
深澤　遊・有川智己（2012）菌類によるアカマツ倒木の
分解が倒木上に生育するコケ群集に与える影響．日本森林
学会大会（2012 年 3 月，宇都宮大学）（ポスター発表）
Fukasawa, Y.（2012）The influence of decomposer fungi 
on vascular plant and cryptogams community structure developed 









Suyama, Y., Matsuo, A., Saitoh, T., Nishiwaki, A., Shi-
bata, S. and Makita, A.（2012）Effects of spatial genet 
structure on sexual reproduction in monocarpic bamboos. The 
10th Clonal Plant Workshop: Ecological Consequences of Plant 
Clonality under Global Change.（Fragrant Hill Hotel, Beijing, 
China, October 15）
陶山佳久（2012）タケとササの分子生態学．第 44 回種
生物シンポジウム（2012 年 12 月，奥琵琶湖牧野パークホ
テル＆セミナーハウス，滋賀県高島市）
池田　実（2012）シナイモツゴにおける遺伝的多様性の


























福岡，2012 年 3 月 30 日）
井上晋平・米澤千夏（2012）中分解能衛星データを用い
た防潮林の津波被害判読，（社）日本リモートセンシング
学会第 52 回（平成 24 年度春季）学術講演会（東京大学，




ンシング学会第 52 回（平成 24 年度春季）学術講演会（東
京大学，東京，2012 年 5 月 23 日 -24 日）
渡邉　学・米澤千夏・本岡　毅・白石知弘・Rajesh 
Thapa・島田政信（2012）小型気球カメラを用いた樹高推
定，（社）日本リモートセンシング学会第 52 回（平成 24




（社）日本リモートセンシング学会第 53 回（平成 24 年度





第 53 回（平成 24 年度秋季）学術講演会（広島大学，広島，




24 年度秋季）学術講演会（広島大学，広島，2012 年 11 月




2012 年 12 月 11 日）
Omura, M., Jeongsoo, Y., Che Jia, C. and Zheng-
yang, Z.（2012）Prospects for ELV international distribution 






平成 24 年度にフィールドセンターの 4 つの研究室およ
び寄附講座（家畜福祉学）に在籍した学生は，学部 4 年生
8 名，大学院博士課程前期 2 年の課程 12 名，同後期 3 年の
課程 8 名の合計 28 名であった。また，実習教育（5 学系の





ら延べ 145 名（人・日）の参加があった。2 回の開放講座（う








を設けた。収量は 471kg /10a で当センターの平年なみで
あった（平年収量 472kg）。減・減栽培区においてブレンド
肥料（LP コート 2 種，塩化加里）によるコスト低減を試
みたところ，有機入り肥料の 4 割程度で同等の収量を得る
ことができた。




ナガイモ 1.2a，姫神芋を 3 号輪作圃場において栽培した。
ニンジンの総収穫量は 991kg であったが，ゴボウは 105kg




果樹としては，ウメ（2 号圃場）の全収穫量は 390kg で
平年より少なく，売払いは 314kg であった。ブルーベリー
の総粗収量は，総収穫量が 423kg であり，そのうち 89kg
を生売り販売に，残りの 333kg を冷凍保存してジャム生産


















後約 1 年が経過した平成 24 年 4 月 1 日より「飼料中の放









9 号 1，10 号 1，11 号，12 号の 1，13 号の 1・2（計 14.13 
ha）を耕起後，同様に永年牧草を播種した。このように，




飼料作物については，デントコーンを総面積 6.80 ha に











種 98 頭　日本短角種 88 頭，緬羊 38 頭であったが，生産・
出荷・死亡・管理換えを経て，年度末にはそれぞれ 25 頭，




黒毛和種で 39 頭，日本短角種で 13 頭となった。繁殖方法
は黒毛和種には主に人工授精を行い，日本短角種にはまき
牛で交尾を行った。その結果，受胎率は黒毛和種で 92.3%，
日本短角種は 61.5% で技術目標（受胎率 85 ％）より黒毛
和種は高く日本短角種は低い結果となった。この間，出荷
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した黒毛和種去勢牛 14 頭の枝肉格付けは A-4 が 5 頭，




量は 70,705kg と前年より 5,524kg 減少した。
緬羊に関しては， 160 日間放牧した。毛刈りは , 5 月 7 日

































及び隣接する放牧試験区を調査対象草地とした。草地内に，刈取区（4 ha），放牧区（6.5 ha），放任区（4 
ha）を設け，常置コドラート法による植生の変化と，移動コドラート法による一次生産量の指標とし
て出穂期現存量を調査する。
調査時期：5 月，9 月　北山地区大尺約 14 ha（IBP 小屋を作業場として使用）

















































































































































































































































圃番号 18 ノ 1 の脇にある大穴西側の施肥の影響の弱い土を採取し，木枠試験を実施し，リン利用率の









通常の管理下で田植えを実施して頂いた後，6，7，8，9 月および収穫期に順次 3 株ずつ採取し，根お
よび土壌に形成される鉄とリンの化合物に関する形態観察と化学分析を行い，非アロフェン質黒ボク
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平成 24 年 4 月 27 日 陸圏・水圏環境コミュニケーション論にて視察に立ち合い被災状況説明
2.東京大学工学研究科との合同ゼミ対
応
平成 24 年 8 月 2 日，3 日 現地および海生使用による湾内視察に対応




平成 24 年 1 月 30 日 融合マテリアル合同班の皆様へ被災状況の説明および視察立ち合い
【翠皓　運航業務】
1.マリンサイエンス調査　女川湾 平成 24 年 5 月 31 日 翠皓による女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
2.マリンサイエンス調査　女川湾 平成 24 年 6 月 25 日～ 27 日 翠皓による女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
3.マリンサイエンス調査　女川湾 平成 24 年 7 月 23 日，24 日 翠皓による女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
4.マリンサイエンス調査　雄勝湾・女川
湾
平成 24 年 7 月 25 日 翠皓による雄勝湾・女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
5.マリンサイエンス調査　仙台湾 平成 24 年 8 月 1 日，2 日 翠皓による仙台湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
6.マリンサイエンス調査　女川湾・志津
川湾
平成 24 年 8 月 7 日 翠皓による女川湾・志津川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
7.マリンサイエンス調査　女川湾・気仙
沼湾
平成 24 年 8 月 8 日 翠皓による女川湾・気仙沼湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
8.マリンサイエンス調査　女川湾 平成 24 年 8 月 20 日 翠皓による女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
9.マリンサイエンス調査　女川湾・気仙
沼湾
平成 24 年 8 月 21 日 翠皓による女川湾・気仙沼湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
10.マリンサイエンス調査　女川湾 平成 24 年 8 月 22 日 翠皓による女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
11.マリンサイエンス調査　仙台湾 平成 24 年 10 月 17 日，19 日 翠皓による仙台湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
12.マリンサイエンス調査　女川湾 平成 24 年 10 月 24 日，26 日 翠皓による女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
13.翠皓ドック（上架） 平成 24 年 11 月 1 日 翠皓定期ドックの為，女川より石巻まで回航処置
14.翠皓ドック（下架） 平成 24 年 11 月 12 日 翠皓定期ドック完了により，石巻より女川まで回航処置
15.マリンサイエンス調査　女川湾 平成 24 年 11 月 20 日，21 日 翠皓による女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
16.マリンサイエンス調査　女川湾（ソ
ナー）
平成 24 年 12 月 11 日 翠皓による女川湾ソナー調査準備
17.マリンサイエンス調査　女川湾（ソ
ナー）
平成 24 年 12 月 12 日 翠皓による女川湾ソナー調査
18.マリンサイエンス調査　女川湾（採
泥）
平成 24 年 12 月 13 日 翠皓による女川湾海底地質サンプリング調査
19.マリンサイエンス調査　女川湾 平成 24 年 12 月 17 日，20 日 翠皓による女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
20.マリンサイエンス調査　仙台湾 平成 25 年 1 月 17 日，18 日 翠皓による仙台湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
21.マリンサイエンス調査　女川湾 平成 25 年 1 月 21 日，29 日 翠皓による女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
22.マリンサイエンス調査　女川湾 平成 25 年 2 月 14 日 翠皓による女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
23.マリンサイエンス調査　仙台湾 平成 25 年 2 月 25 日，26 日 翠皓による仙台湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
24.翠皓ドック（上架） 平成 25 年 3 月 7 日 翠皓定期ドックの為，女川より石巻まで回航処置
25.翠皓ドック（下架） 平成 25 年 3 月 14 日 翠皓定期ドック完了により，石巻より女川まで回航処置
【海生　運航業務】
1.移動係留処置 平成 24 年 4 月 3 日 低気圧接近のため魚市場脇岸壁へ移動係留処置
2.アンカー回収作業 平成 24 年 4 月 5 日 アンカー回収小乗浜へ移動係留処置
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3.生物海洋学調査 平成 24 年 4 月 23 日 MS 女川湾におけるヒドロクラゲ類の季節変動等調査
4.生物海洋学調査 平成 24 年 5 月 14 日 MS 女川湾におけるヒドロクラゲ類の季節変動等調査
5.水産資源生態学調査 平成 24 年 5 月 15 日，16 日 MS 女川湾における底生魚類相調査
6.水産資源生態学調査 平成 24 年 6 月 12 日，13 日 MS 女川湾における底生魚類相調査
7.生物海洋学調査 平成 24 年 6 月 14 日 MS 女川湾におけるヒドロクラゲ類の季節消長等調査
8.女川湾 st1 水質測定 平成 24 年 7 月 11 日 MS 女川湾 st1 における多項目水質計測定
9.生物海洋学調査 平成 24 年 7 月 17 日 MS 女川湾におけるヒドロクラゲ類の季節消長等調査
10.水産資源生態学調査 平成 24 年 7 月 17 日，18 日 MS 女川湾における底生魚類相調査
11.生物海洋学調査 平成 24 年 7 月 18 日 MS マリンサイエンス事業による一次生産性の測定
12.女川湾 st1 水質測定 平成 24 年 7 月 19 日 MS 女川湾 st1 における多項目水質計測定
13.女川湾 st1 水質測定 平成 24 年 7 月 31 日 MS 女川湾 st1 における多項目水質計測定
14.東京大学工学研究科との合同ゼミ 平成 24 年 8 月 3 日 MS 合同ゼミによる女川湾視察
15.女川湾 st1 水質測定 平成 24 年 8 月 7 日 MS 女川湾 st1 における多項目水質計測定
16.女川湾 st1 水質測定 平成 24 年 8 月 17 日 MS 女川湾 st1 における多項目水質計測定
17.生物海洋学調査 平成 24 年 8 月 20 日，21 日 MS スピオ科多毛類日周鉛直移動調査
18.女川湾 st1 水質測定 平成 24 年 8 月 29 日 MS 女川湾 st1 における多項目水質計測定
19.生物海洋学調査 平成 24 年 8 月 29 日 MS 女川湾におけるヒドロクラゲ類の季節消長等調査
20.女川湾 st1 水質測定 平成 24 年 9 月 5 日 MS 女川湾 st1 における多項目水質計測定
21.水産資源生態学調査 平成 24 年 9 月 11 日，12 日 MS 女川湾における底生魚類相調査
22.女川湾 st1 水質測定 平成 24 年 9 月 12 日 MS 女川湾 st1 における多項目水質計測定
23.生物海洋学調査 平成 24 年 9 月 18 日 MS 女川湾におけるヒドロクラゲ類の季節消長等調査
24.女川湾 st1 水質測定 平成 24 年 9 月 20 日 MS 女川湾 st1 における多項目水質計測定
25.水圏動物生理学 平成 24 年 9 月 20 日 MS 垂下しているホタテガイのサンプリング
26.雄勝湾水質測定 平成 24 年 9 月 21 日 MS 雄勝湾における多項目水質計測定
27.女川湾 st1 水質測定 平成 24 年 9 月 26 日 MS 女川湾 st1 における多項目水質計測定
28.女川湾 st1 水質測定 平成 24 年 10 月 3 日 MS 女川湾 st1 における多項目水質計測定
29.マリンサイエンス調査　女川湾 平成 24 年 10 月 6 日 MS 海生による女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
30.女川湾 st1 水質測定 平成 24 年 10 月 10 日 MS 女川湾 st1 における多項目水質計測定
31.水圏動物生理学 平成 24 年 10 月 15 日 MS 垂下しているホタテガイのサンプリング
32.水産資源生態学調査 平成 24 年 10 月 15 日，16 日 MS 女川湾における底生魚類相調査
33.女川湾 st1 水質測定 平成 24 年 10 月 16 日 MS 女川湾 st1 における多項目水質計測定
34.雄勝湾水質測定 平成 24 年 10 月 18 日 MS 雄勝湾における多項目水質計測定
35.生物海洋学調査 平成 24 年 10 月 25 日 MS 女川湾における繊毛虫類の季節消長等調査
36.女川湾 st1 水質測定 平成 24 年 10 月 31 日 MS 女川湾 st1 における多項目水質計測定
37.女川湾 st1 水質測定 平成 24 年 11 月 7 日 MS 女川湾 st1 における多項目水質計測定
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38.女川湾 st1 水質測定 平成 24 年 11 月 14 日 MS 女川湾 st1 における多項目水質計測定
39.水産資源生態学調査 平成 24 年 11 月 13 日，14 日 MS 女川湾における底生魚類相調査
40.水圏動物生理学 平成 24 年 11 月 14 日 MS 垂下しているホタテガイのサンプリング
41.生物海洋学調査 平成 24 年 11 月 19 日 MS 女川湾におけるヒドロクラゲ類の季節消長等調査
42.雄勝湾水質測定 平成 24 年 11 月 22 日 MS 雄勝湾における多項目水質計測定
43.水圏動物生理学 平成 24 年 11 月 27 日 MS 垂下しているホタテガイのメンテナンスとサンプリング
44.マリンサイエンス調査　女川湾 平成 24 年 11 月 28 日 MS 海生による女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
45.女川湾　潮流調査 平成 24 年 11 月 28 日 MSADCP の試運転調整
46.女川湾 st1 水質測定 平成 24 年 11 月 14 日 MS 女川湾 st1 における多項目水質計測定
47.女川湾 st1 水質測定 平成 24 年 12 月 5 日 MS 女川湾 st1 における多項目水質計測定
48.水圏動物生理学 平成 24 年 12 月 7 日 MS 垂下しているホタテガイの垂下作業とサンプリング
49.生物海洋学調査 平成 24 年 12 月 17 日 MS 女川湾における繊毛虫類の季節変動等調査
50.女川湾採泥調査 平成 24 年 12 月 19 日 MS 女川湾潜水による採泥調査
51.雄勝湾水質測定 平成 24 年 12 月 21 日 MS 雄勝湾における多項目水質計測定
52.女川湾 st1 水質測定 平成 24 年 12 月 27 日 MS 女川湾 st1 における多項目水質計測定
53.水産資源生態学調査 平成 25 年 1 月 8 日，9 日 MS 女川湾における底生魚類相調査
54.女川湾 st1 水質測定 平成 25 年 1 月 9 日 MS 女川湾 st1 における多項目水質計測定
55.水圏動物生理学 平成 25 年 1 月 9 日 MS ホタテガイのサンプリングと投与実験個体の垂下
56.女川湾　潮流調査 平成 25 年 1 月 10 日 MSADCP の試運転調整
57.女川湾 st1 水質測定 平成 25 年 1 月 16 日 MS 女川湾 st1 における多項目水質計測定
58.水圏動物生理学 平成 25 年 1 月 21 日 MS ホタテガイの投与実験個体のサンプリング
59.女川湾 st1 水質測定 平成 25 年 1 月 23 日 MS 女川湾 st1 における多項目水質計測定
60.生物海洋学調査 平成 25 年 1 月 24 日 MS 女川湾における繊毛虫類の季節変動等調査
61.雄勝湾水質測定 平成 25 年 1 月 24 日 MS 雄勝湾における多項目水質計測定
62.女川湾 st1 水質測定 平成 25 年 1 月 31 日 MS 女川湾 st1 における多項目水質計測定
63.生物海洋学調査 平成 25 年 2 月 1 日 MS 女川湾における震災による攪乱が休眠胞子形成珪藻に与える影響
64.海生ドック（上架） 平成 25 年 2 月 4 日 海生定期ドック
65.海生ドック（下架） 平成 25 年 2 月 7 日 海生定期ドック
66.女川湾 st1 水質測定 平成 25 年 2 月 7 日 MS 女川湾 st1 における多項目水質計測定
67.水圏動物生理学 平成 25 年 2 月 8 日 MS ホタテガイの投与実験個体のサンプリング
68.水圏動物生理学 平成 25 年 2 月 11 日 MS ホタテガイのサンプリング
69.生物海洋学調査 平成 25 年 2 月 18 日 MS 女川湾における繊毛虫類の季節変動等調査
70.水圏動物生理学 平成 25 年 2 月 19 日 MS ホタテガイのサンプリング
71.女川湾 st1 水質測定 平成 25 年 2 月 20 日 MS 女川湾 st1 における多項目水質計測定
72.生物海洋学調査 平成 25 年 2 月 20 日 MS 女川湾における震災による攪乱が休眠胞子形成珪藻に与える影響
73.女川湾 st1 水質測定 平成 25 年 2 月 27 日 MS 女川湾 st1 における多項目水質計測定
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74.女川湾内調査 平成 25 年 2 月 28 日 翠皓係留可能岸壁調査
75.雄勝湾水質測定 平成 25 年 2 月 15 日 MS 雄勝湾における多項目水質計測定
76.女川湾 st1 水質測定 平成 25 年 3 月 6 日 MS 女川湾 st1 における多項目水質計測定
77.生物海洋学調査 平成 25 年 3 月 6 日 MS 女川湾における震災による攪乱が休眠胞子形成珪藻に与える影響
78.生物海洋学調査 平成 25 年 3 月 8 日 MS 女川湾における震災による攪乱が休眠胞子形成珪藻に与える影響
79.水産資源生態学調査 平成 25 年 3 月 12 日，13 日 MS 女川湾における底生魚類相調査
80.女川湾 st1 水質測定 平成 25 年 3 月 13 日 MS 女川湾 st1 における多項目水質計測定
81.マリンサイエンス調査　女川湾 平成 25 年 3 月 14 日，15 日 MS 海生による女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
82.生物海洋学調査 平成 25 年 3 月 18 日 MS 女川湾における繊毛虫類の季節変動等調査
83.生物海洋学調査 平成 25 年 3 月 19 日 MS 女川湾における震災による攪乱が休眠胞子形成珪藻に与える影響
84.女川湾 st1 水質測定 平成 25 年 3 月 22 日 MS 女川湾 st1 における多項目水質計測定
85.雄勝湾水質測定 平成 25 年 3 月 22 日 MS 雄勝湾における多項目水質計測定
86.女川湾海底調査 平成 25 年 3 月 26 日，27 日 MS 女川湾の海底状況追跡調査
87.女川湾 st1 水質測定 平成 25 年 3 月 27 日 MS 女川湾 st1 における多項目水質計測定
【新営建物関連業務】
1.設計事務所による現地視察立ち合い 平成 24 年 4 月 12 日 施設部・設計事務所による現地視察に立ち合い
2.施設部による現地視察立ち合い 平成 24 年 5 月 1 日 施設部による現地視察に立ち合い
3.文科省による現地視察立ち合い 平成 24 年 5 月 15 日 文科省・施設部による現地視察に立ち合い
4.施設部による現地視察立ち合い 平成 24 年 6 月 21 日 施設部による現地視察に立ち合い
5.新棟に対するヒアリング事項まとめ
作業
平成 24 年 6 月末～ 7 月中 設計事務所へ提出する要望等ヒアリング事項書類作成
6.施設部にて実施計画についてヒアリ
ング
平成 24 年 7 月 5 日，18 日 施設部にて関係者によるヒアリング会議に出席
7.施設部・財務部による現地視察立ち合
い
平成 24 年 8 月 28 日 施設部・財務部による現地視察に立ち合い
8.設計事務所による現地視察立ち合い 平成 24 年 9 月 19 日 設計事務所による主に寄宿舎周辺での視察に立ち合い
9.文科省による現地視察立ち合い 平成 24 年 10 月 25 日 文科省による現地視察に立ち合い
10.施設部との現地打合せ 平成 24 年 12 月 3 日 施設部と周辺電柱移設等について立ち合い打合せ
11.東洋建設担当者と現地確認および打合
せ
平成 24 年 1 月 8 日 施工業者である東洋建設担当者と打合せ
12.施設部との現地打合せ 平成 24 年 2 月 27 日 電柱移設工事について打合せ
【そのほかの業務】
1.屋外一部瓦礫撤去作業 平成 24 年 4 月～ 8 月 業務に支障が出る可能性があった屋外の一部瓦礫の撤去作業実施
2.既存使用可能物品洗浄，清掃，整理作
業





5.翠皓定期ドック，各作業立ち合い 平成 24 年 11 月 1 日～ 12 日




































野として学部学生 3 名，博士前期課程学生 5 名，博士後期











全体の調整および 4 月 21 日の陸圏コミュニケーション論引率を担当した。6 月 1 日の学部 1 年生













科学英語購読 I，II，III，IV 大村　道明 資源環境経済学系を対象とした科学英語購読を担当した。
入門演習 大村　道明 学部 2 年生を対象とした演習を分担した。
農業財政金融論 盛田　清秀 学部 3 年生を対象とした講義をおこなった。
農村地域組織論 盛田　清秀 学部 3 年生を対象とした講義をおこなった。
地域社会技術論特論 盛田　清秀 大学院前期学生を対象とした講義をおこなった。
複合生態フィールド制御学特論 米澤　千夏 大学院前期 2 学期に，複合生態フィールド制御学特論を講義した。






























川渡 FSC の生態系について 今井　貴浩 デジタル・フィールドセンターの構築
黒龍江省における大豆生産についての研
究










































の生産フィールド実習（第 1 回目と第 2 回目）および農場
実習 A（第 3 回目）は，水稲の栽培管理（移植実習，除草
管理実習，収穫実習，食味調査実習）および調査（苗調査，
中期の生育調査，収量調査）を柱にして，5 月，8 月およ






応用動物科学系では，平成 24 年 5 月（2 泊 3 日），9 月（4







羊の削蹄などの作業が行われた。また，9 月と 2 月の実習
では，各日の夕刻に搾乳実習を行っている。
家畜人工授精実習は，2 月の生産フィールド実習に先立





































て広瀬川（8 月 6 日～ 8 月 10 日）で行い，3 年生の生産フィー
ルド実習を青森県浅虫の東北大学大学院生命科学研究科附














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































平成 24 年度は東北大学開放講座 2012『いのちのきらめ
き発見博士』（7 月 14 日 Sat 開催）と『良いコンポストっ








































≪開催日時≫　平成 24 年 7 月 14 日（土）
午前 10 時～午後 3 時
≪参加人数≫　26 名（小学生 10 名・中学生 4 名・大学
生 3 名・大人 9 名）






































はじめてみました。乳牛のウンチは 1 日に約 60kg と



























































































































































≪開催日時≫：平成 24 年 9 月 29 日（土）
午前 10 時～午後 3 時
≪参加人数≫：19 名（小学生 3 名，大人 16 名）

















































































































4. 平成 24 年度に実施された講演会及び研修会














































































年月日 主な対応者等 実数 延人数
1．センター主催行事
研究計画発表会 平成 24 年 4 月 21 日 95 95 名
開放講座
テーマ： 「いのちのきらめき発見博士」






























































秋田県立大学　生物資源科学部 平成 24 年 7 月 18-19 日 陶山　佳久 1 2 名
日本大学工学部　 平成 24 年 8 月 2-3 日 齋藤　教授・陶山准教授 5 10 名




岐阜大学 平成 24 年 9 月 5-7 日 陶山准教授 28 84 名
秋田県立大学　生物資源学部 平成 24 年 9 月 5-7 日 陶山准教授 1 3 名
名古屋大学大学院　環境学研究科 平成 24 年 9 月 5-7 日 陶山准教授 1 3 名
東京農工大学大学院　連合農学研究科 平成 24 年 9 月 5-7 日 陶山准教授 1 3 名
福島大学　経済経営学科 平成 24 年 9 月 6-7 日 陶山准教授 11 22 名
関西学院大学　総合政策学部 平成 24 年 9 月 6-7 日 陶山准教授 15 30 名
岩手大学　人文社会科学部 平成 24 年 9 月 6-7 日 陶山准教授 7 14 名
創価大学　経済学部 平成 24 年 9 月 6-7 日 陶山准教授 2 4 名
秋田県立大学　生物資源学部 平成 25 年 2 月 21-24 日 陶山准教授 2 8 名
ギャザリング型
沖縄工業高等専門学校 平成 24 年 9 月 3-7 日 応用動物科学系学生実習に参加 2 10 名
33
5. 平成 24 年度の主な来訪者等
　1）複合陸域生産システム部

























































































平成 24 年 4 月 18 日
平成 24 年 5 月 18 日
平成 24 年 5 月 23 日
平成 24 年 5 月 25 日
平成 24 年 5 月 28 日
平成 24 年 6 月 5 日
平成 24 年 6 月 6 日
平成 24 年 6 月 22 日
平成 24 年 6 月 26 日
平成 24 年 6 月 26 日
平成 24 年 6 月 26 日
平成 24 年 6 月 26 日
平成 24 年 6 月 29 日
平成 24 年 6 月 30 日
平成 24 年 7 月 4 日
平成 24 年 7 月 4 日
平成 24 年 7 月 7 日
平成 24 年 7 月 23 日
平成 24 年 8 月 23 日
平成 24 年 8 月 27 日
平成 24 年 8 月 28 日
平成 24 年 8 月 29 日
平成 24 年 9 月 2 日
平成 24 年 9 月 7 日
平成 24 年 9 月 26 日
平成 24 年 10 月 4-5 日
平成 24 年 10 月 16 日
平成 24 年 10 月 19 日
平成 24 年 10 月 21 日
平成 24 年 10 月 23 日
平成 24 年 10 月 25 日
平成 24 年 10 月 28 日
平成 24 年 10 月 29 日
平成 24 年 11 月 9 日
平成 24 年 11 月 14 日
平成 24 年 11 月 14 日
平成 24 年 11 月 28 日
平成 24 年 11 月 29 日
平成 24 年 12 月 5 日
平成 24 年 12 月 21 日
平成 25 年 2 月 6 日
平成 25 年 2 月 13 日
平成 25 年 2 月 21-24 日







































































有機栽培 0.73ha，慣行栽培 0.92ha であった。
播種は「ひとめぼれ」（減々栽培（ポット苗））を 3 月 27
日に，「ひとめぼれ」（減々栽培（マット苗））を 4 月 2 日，
4 月 13 日，「ひとめぼれ」（有機栽培，慣行栽培（マット苗））
を 4 月 13 日，「ゆきむすび」，「蔵の華」（マット苗）を 4
月 6 日にそれぞれ行い，加温出芽させた後に育苗ハウス内
にて，プール育苗方式を用いて育苗を行った。田植えは 5













1 号 -③ 26.8
ひとめぼれ
5/21 8/7 10/4 463 18
減々栽培
1 号 -④ 21.6 5/8 8/3 10/4 449 14
1 号 -⑤ 17.0 5/8 8/1 10/4 517 15
3 号 -① 43.9 5/16 8/7 10/9 555 24
3 号 -③ 41.3 5/16 8/7 10/9 457 9
4 開 -② 22.7 5/11 8/4 10/5 335 7
4 開 -④ 25.3 5/11 8/6 10/5 409 9
4 号 -④ 34.2 5/17 8/6 10/10 457 8
4 号 -⑤ 31.3 5/17 8/6 10/5 486 12
4 号 -⑥ 23.1 5/17 8/4 9/27 521 12
4 号 -⑦ 23.1 5/17 8/4 9/27 469 11
4 号 -⑧ 20.7 5/11 8/6 9/28 551 10
小計 331.0 472 12
1 号 -② 11.8
ひとめぼれ
5/30 8/7 10/17 295 14
有機栽培
4 開 -① 13.5 5/31 8/13 10/16 333 10
4 開 -③ 13.2 5/31 8/13 10/16 250 8
4 号 -① 10.4 5/29 8/18 10/12 462 19
4 号 -② 11.1 5/29 8/18 10/12 378 15
4 号 -③ 12.7 5/29 8/18 10/12 402 16
小計 72.7 353 14
1 号 -② 11.7
ひとめぼれ
5/30 8/7 10/15 581 19
慣行栽培
3 号 -② 41.7 5/21 8/7 10/10 561 13
4 開 -③ 7.7 5/31 8/12 10/16 345 7
4 号 -① 10.4 5/24 8/9 10/12 550 11
4 号 -② 11.0 5/24 8/9 10/12 602 12
4 号 -③ 9.6 5/24 8/9 10/12 627 12
小計 92.1 544 12
4 号 -⑨ 18.9
蔵の華
5/14 8/2 9/27 530 11
減々栽培，酒造米
4 号 -⑩ 16.2 5/14 8/4 9/27 599 12
小計 35.1 564 11
4 開 -⑤ 31.4
ゆきむすび
5/10 8/1 9/26 431 15 減々栽培，低アミロース
米4 開 -⑥ 26.9 5/10 8/2 9/26 391 14




月 8 日から開始して 5 月 31 日に終了した。出穂期は「ひ
とめぼれ」（減々栽培）が 8 月 7 日～ 8 月 12 日，「ひとめ
ぼれ」（慣行栽培）が 8 月 7 日～ 8 月 18 日，「ひとめぼれ」
（有機栽培）が 8 月 7 日～ 8 月 18 日，「ゆきむすび」が 8
月 1 日～ 8 月 2 日，「蔵の華」が 8 月 2 日～ 8 月 4 日であっ
た。収穫は 9 月 27 日から開始して 10 月 16 日に終了した。
今年度の 10a 当りの平均収量は 471kg（平年収量＊ 472kg）
であった。
今年度は肥料コストを軽減する為に，「ひとめぼれ」の
減々栽培 2.85ha の内，1.81ha で試験的に LP コート 30，LP




4 割に抑える事が出来，また 10a 当りの収量においても，
有機入肥料の 474kg に対し，ブレンド肥料は 470kg で，ほ
ぼ同じ収量であった。
＊　平年収量は平成 13 年から平成 23 年までの平均収量
（平成 15 年は冷害のため除く）
2）畑作および果樹（表 6-2, 表 6-3, 図 6-1）
（1） バレイショ
21-1 号圃場（38a）に鶏糞肥料のイセグリーンのみを施
肥し，化学肥料を利用せず作付した。5 月 9-10 日に男爵お
よび実習用にワセシロ・キタアカリ・メークインを植え付
けた。8 月 7 日に全体作業で収穫を行った。そうか病・疫
病の発生が少なく，総収量は 4,142kg（1,090kg / 10a）と例
年より減収となった。
（2） 根菜類
6 月 26 日にゴボウ（滝野川）・ニンジン（真正国分鮮紅
大長人参）を 3 号圃場にそれぞれ 7.5a 分播種した。
ニンジンは 11 月 5 日に収穫し総収量は 991kg（1321kg / 




3 号圃場にて種子用ナガイモ 1.2a とナガイモ成イモ 7.2a
（品種名：トロフィー 1066）及び姫神いもを 6 月 18 日に
定植した。




成イモと同時に収穫し，総収量は 256.5kg（2,137.5kg / 






ウメの開花は 4 月 26 日頃に咲き始め，満開は 5 月 1 日
頃であり，平年より少し遅れ気味であった。その後除草作
業等を行い，6 月 25，26 日に収穫作業を行った。
総収穫量は 390kg で平年よりやや少なめであり，売払い
収量は 314kg，廃棄は 76 ㎏であった。
（5）ブルーベリー
ブルーベリーの開花は，5 月 8 日にパトリオットの開花
から始まり，5 月 16 日のブルーレイ，スパータンまで続い
た。24 年度は 7 月 3 日から収穫作業を開始した。













のうち 89kg を生売り販売，残りの 333kg を冷凍保存して
ジャム生産にあて，廃棄は 31kg であった。また今年度は，
平年収量（551.3kg）の 77 ％であった。
表 6-2　平成 24 年度水稲及び畑作物の 10a 当たり収量
作　　　目
平成 24 年度収量 平年収量
（kg/10a） 指数（%） （kg/10a）
水 稲 471 100 472 
バ レ イ シ ョ 1,090 67 1,627 
ゴ ボ ウ 140 25 565 
ニ ン ジ ン 1,321 107 1,230 
ナ ガ イ モ 3,178 126 2,513 
種子用ナガイモ 2,260 211 1,071 
姫 神 い も 2,138 98 2,177 
ブ ル ー ベ リ ー 324 96 336 
ル バ ー ブ 129 96 134 
ウ メ 13 54 24
* 水稲の平均収量は，過去 10 年間の平均。
* バレイショの平年収量は，過去 5 年間の平均。
* 姫神いもの平年収量は，過去 2 年間の平均。
* ブルーベリーは 1995 年・1999 年植え付け圃場の平年収
量で，過去 3 年間の平均。
* ルバーブの平年収量は，過去 3 年間の平均。

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4 月，3 号圃場の除草作業後，くみあい MMB 燐加安 14








中生種のスノーデント 125V（10 号の 2；3 ha ，21 号の 1；
1.6 ha）およびパイオニア 127（2 号；1 ha　3 号；1.2 ha）










では 10 月 9 日に，第一牛舎前バンカーサイロでは 10 月 15
日～ 16 日に実施した。平成 24 年度は天候に恵まれ，短期
間で作業を終了することができた。総収量は 199 t で，10 a
当りの収量は 3,364 kg となった。
（2） 牧　草
当センターにおける採草地・放牧地および更新地の施肥
基準を表 6-6 に，採草地施肥成分を表 6-7 に，採草地・放
牧地の 10 a 当りの施肥成分量を表 6-8 に示した。また，採
草地・放牧地の年間施肥量と 10 a 当りの目標収量および平
表 6-5   平成 24 年　デントコーン圃場別生産量
圃場
面積





2 号の 2 100 パイオニア 127 5 月 14 日 10 月 9 日 49,450 4,945
3 号 120 パイオニア 127 5 月 14 日 10 月 9 日 47,300 3,942
10 号の 2 300 スノーデント 125V 5 月 21 日 10 月 16 日 64,500 2,150
21 号の 1 160 スノーデント 125V 5 月 17 日 10 月 15 日 38,700 2,419
合計 680 199,950 3,364
39
39
























はじめに，13 号の 3，18 号の 1 の平場，20 号の 1･2 造
成地，20 号の 3（計 10.35 ha）に夏用作物としてイタリア
ンライグラスを播種した。それに続き，8 号，9 号の 1，10
号の 1，11 号，12 号の 1，13 号の 1・2（計 14.13 ha）を耕
起除染後，8 月下旬から 9 月上旬にかけ永年性牧草のオー
チャードグラスとトールフェスクを混播で播種した。これ
らの作業と並行してイタリアンライグラスを 8 月上旬に刈
り取り，収納した後に，13 号の 3，18 号の 1 の平場，20
号の 3 の（計 6 ha）に再度ロータリー耕を実施し，永年性
牧草（オーチャードグラスとトールフェスクの混播）を 10
月中旬に播種した。






3.0 13.1 7.0 10.0
4.0 18.1 9.5 15.0
5.0 23.1 12.0 20.0







乾物収量で 16,648 kg であった。
以上のように，除染更新初年度である平成 24 年度は






は 643 ha から成り，平成 24 年度は，平成 23 年 3 月 12 日
におきた東京電力福島第一原発の爆発事故に伴い放射性セ








した。放牧期間は 5 月 21 日 ~11 月 5 日まで放牧，推定採
食量（肉用牛の 1 日当たりの生草の採食量を体重の 15% と





あった。栽培管理の概要を述べると，平成 24 年 5 月 30 日

















現地調査日：第 1 回目　平成 24 年 6 月 18 日（月）移植後
の現地確認。
第 2 回目　平成 24 年 8 月 3 日（金）防鳥網
設置及び出穂前の稲の確認。











表 6-8　採草地・放牧地の 10a 当たりの施肥成分量．
圃　　　場 面積 施肥成分量（kg/10 a）




6 号 66 7.8 2.6 2.6 
7 号の 1 115 7.8 2.6 2.6 
7 号の 2 100 7.8 2.6 2.6 
8 号 145 7.8 2.6 2.6 
9 号の 1 179 21.3 7.9 7.9 
9 号の２ 137 7.8 2.6 2.6 
10 号の 1 300 10.9 3.6 3.6 
11 号 150 14.5 4.8 4.8 
12 号の 1 103 12.1 4.5 4.5 
13 号の 1 320 12.1 4.5 4.5 
13 号の 2 216 12.1 4.5 4.5 
13 号の 3 200 16.7 6.2 6.2 
15 号 200 7.8 2.6 2.6 
16 号 87 7.8 2.6 2.6 
18 号の 1 328 12.1 4.5 4.5 
18 号の 2 434 9.1 3.0 3.0 
19 号 93 12.1 4.5 4.5 
20 号の 1・2・造 390 13.4 4.9 4.9 
20 号の 3 200 7.8 2.6 2.6 
22 号 65 7.7 2.6 2.6 













2 号の 1 190 0 0 0 
3 号 52 10.6 5.3 5.3 
5 号の 2 300 10.6 5.3 5.3 
14 号の 1 150 10.6 5.3 5.3 
14 号の 2 340 10.6 5.3 5.3 
17 号 101
21 号の 2 300 10.6 5.3 5.3 
24 号 90 10.6 5.3 5.3 
A 棟前 70 6.4 3.2 3.2 








六角 1 区 1,125 2.1 0.5 0.5 
六角 2 区 1,075 2.1 0.5 0.5 
六角 3 区 2,000 2.1 0.5 0.5 
六角 4 区 1,875 2.1 0.5 0.5 
桂清水 2,100 2.1 0.5 0.5 
IBP 裏 500 2.1 0.5 0.5 




1）　北山放牧地追肥日  6 月 4 日
2）　更新地の播種量（10a/kg）：パターン






























6 号 66 - 172 37 - - 66 - 2.5 
7 号の 1 115 - 299 64 - - 115 - 2.5 
7 号の 2 100 - 260 56 - - 100 - 2.5 
8 号 145 - 377 81 - - 145 - 2.5 
9 号の 1 179 - 1,418 211 - - 179 - 5.0 
9 号の 2 137 - 356 77 - - 137 - 2.5 
10 号の 1 300 - 1,080 240 - - 300 - 3.5 
11 号 200 - 720 160 - - 200 - 3.5 
12 号の 1 103 - 464 69 - - 103 - 3.0 
13 号の 1 320 - 1,440 214 - - 320 - 3.0 
13 号の 2 216 - 972 145 - - 216 - 3.0 
13 号の 3 200 - 1,242 186 - - 200 - 4.0 2.4 480
15 号 200 - 520 112 - - 200 - 2.5 
16 号 87 - 226 49 - - 87 - 2.5 
18 号の 1 328 - 1,476 220 - - 328 - 3.0 1.4 280
18 号の 2 434 - 1,302 291 - - 434 - 3.0 
19 号 93 - 419 62 - - 93 - 3.0 
20 号の 1・2・造 435 - 1,924 296 - - 435 - 3.0 2.8 560
20 号の 3 200 - 520 112 - - 200 - 2.5 1.4 280
22 号 65 - 169 36 - - 65 - 2.5 













2 号の 1 190 - - - - - - - 1.5
3 号 52 - 276 - - - - - 2.5
5 号の 2 300 - 1,591 - - - - - 1.5
14 号の 1 150 - 795 - - - - - 3.5
14 号の 2 340 - 1,802 - - - - - 3.5
17 号 101 - - - - - - - 2.5
21 号の 2 300 - 1,590 - - - - - 4.5
24 号 90 - 477 - - - - - 2.5
A 棟前 70 - 223 - - - - - 2.5
小　　　計 1,593 6,754 2.7







大尺 300 - - - - - - - - - -
六角 1 区 1,125 - - - 530 260 - - - - -
六角 2 区 1,075 - - - 500 260 - - - - -
六角 3 区 2,000 - - - 940 460 - - - - -
六角 4 区 1,875 - - - 880 440 - - - - -
桂清水 2,100 - - - 980 480 - - - - -
IBP 裏 500 - - - 230 120 - - - - -
梨の木平 1,554 - - - 140 80 - - - - -
小　　　計 10,529 - - - 4,200 2,100 - - - - -
（内施肥面積） （3,000）



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 6-1　作物の圃場別作付状況（平成 24 年度）
（注）採 : 採草地　放 : 放牧地
S: 昭和　　H: 平成
圃番号 面　積 圃番号 面　積
1 1.30 13 ノ 2 2.16
2 ノ 1 1.90 13 ノ 3 2.00
2 ノ 2 1.00 14 ノ 1 1.50
3 6.24 14 ノ 2 3.40
4 6.24 15 2.00
5 ノ 1 0.48 16 0.87
5 ノ 2 3.00 17 1.01
6 ノ 1 0.66 18 ノ 1 3.28
6 ノ 2 1.53 18 ノ 2 4.34
6 ノ 3 1.32 19 0.93
7 ノ 1 1.15 20 ノ 1 2.15
7 ノ 2 1.00 20 ノ 2 1.60
8 1.45 20 ノ 3 2.00
9 ノ 1 1.79 21 ノ 1 4.51
9 ノ 2 1.37 21 ノ 2 3.00
10 ノ 1 3.00 22 0.65
10 ノ 2 3.00 23 0.68
11 1.50 24 0.90
12 ノ 1 1.03
12 ノ 2 1.31
12 ノ 3 0.98




平成 23 年度 3 月 12 日におきた東京電力福島第一原発の
爆発事故に伴い，放射性セシウムによる汚染が発生してか
ら約 1 年が経過した平成 24 年 4 月 1 日より「飼料中の放
射性セシウムに関する暫定許容値」が 300Bq / kg から






























緬羊に関しては，5 月 25 日から放牧を始め，10 月 31 日
まで 160 日間放牧した。毛刈りは , 5 月 7 日から 5 月 10 日











乳用牛のホルスタイン種は 24 年度始め 29 頭であり，前
年度より 3 頭少ないスタートとなった。分娩は前年度より
3 頭少ない 15 頭の仔牛生産となった。出荷および淘汰につ
いては，疾病，乳房炎，繁殖障害などの理由により経産牛
8 頭を淘汰しており，仔牛 8 頭は市場に売却した。また，
経産牛 2 頭が疾病・事故により斃死，仔牛 1 頭が死産であっ
た。これらの変動により年度末には 4 頭減の 25 頭となった。
黒毛和種と日本短角種は平成 24 年度始めには，黒毛和
種 98 頭と日本短角種 88 頭の合計 186 頭であり，前年度よ
り 16 頭少ないスタートとなった。分娩は 65 頭あり，前年
度より 11 頭多い仔牛生産となった。出荷および淘汰につ
いては黒毛和種 48 頭，日本短角種 86 頭，計 134 頭を売払っ









かったことと，経産羊 3 頭，若雌羊 4 頭，成雄羊 1 頭の計
8 頭を農学部に実験供用のため管理換したことと，経産羊
2 頭，若雌羊 2 頭が斃死した等の変動により，年度末には
12 頭減の 26 頭となった。
3）乳用種
　A. 産乳成績（表 7-2）
平均産次数は 2.6 産で前年より 0.2 産上回った。平均搾
乳頭数は 12.4 頭で前年より 2.2 頭下回った。総産乳量は
70,705kg と前年より 5,524kg 減少した。
　B. 繁殖成績（表 7-3）
平成 24 年 4 月から平成 25 年 3 月までの期間に 15 頭分
娩した。それらの分娩から初回授精までの日数 76 ± 39
（SD）日は，前年に比べて 21 日早く，受胎までの日数
106 ± 52（SD）日は前年より 41 日早かった。尚，授精回
数 1.5 ± 0.8（SD）回は，前年より 0.4 回減少した。
4）肉用種
　A. 繁殖成績（表 7-4-1，表 7-4-2）










表 7-4-2 は平成 24 年 1 月から 12 月までの間に繁殖に供




繁殖供用頭数は黒毛和種で 39 頭，日本短角種で 13 頭となっ
た。繁殖方法は黒毛和種には主に人工授精を行い，日本短
角種にはまき牛で交尾を行った。その結果，受胎率は黒毛






　B. 肥育成績（表 7-5-1, 表 7-5-2, 表 7-5-3）
表 7-5-1 は，平成 24 年度に出荷した黒毛和種去勢牛 14
頭についての成績を示した。黒毛和種の平均肥育期間は
17.9 ヶ月，平均出荷体重 712.7kg，平均出荷月齢は 32.5 ヶ
月齢であった。枝肉格付けは A-4 が 5 頭，A-3 が 7 頭，
A-2 が 2 頭であった。
表 7-5-2 と表 7-5-3 は，平成 24 年度に出荷した日本短
角種 14 頭と和牛間交雑種 5 頭（黒毛和種♂×日本短角種
♀）は飼料自給率を高めることを目的とした飼養方法で飼
養したが，H23 年 3 月 12 日におきた東京電力福島第一原
発の爆発事故に伴い家畜に対しても放射能汚染が確認され














こで週 1 回切り返しを行いながら 1 ヶ月間，堆積発酵した
後に発酵槽に投入した。コンポスト化する際，水分 70% 以
下になるように副資材としてコンポストを 30 ～ 50% 混合
しながら発酵槽に投入後，下部通気しながら撹拌装置で週
2 ～ 3 回程度の割合で撹拌した。1 ～ 2 ヶ月間の処理後，
堆積槽に搬出後月 1 ～ 2 回位切り返しを行い，1 ヶ月以上
堆積後，圃場に散布した。
本年度のコンポスト処理量は 560 t 。作物への施用量は





若　羊・成　羊 … 雌は 8 ヶ月以上分娩まで。雄は 8 ヶ月以上。
育　　成　　羊 … 4 ヶ月以上 8 ヶ月未満。
仔　　　　　羊 … 出生より 4 ヶ月未満。
黒毛和種




経 産 牛 40 2 6 8 40
若 雌 牛 10 8 12 14 （6）
育成雌牛 18 6 12 5 5
仔 雌 牛 17 1 10 5 1
小 計 68 17 3 22 60 （6）
種 雄 牛 1 1
成 雄 牛 14（14） 14（14） 10（10） 10（10）
育成雄牛 12 3 10 14 13（13）
仔 雄 牛 3 23 9 14 3
小 計 30 23 0 26 27（23）
合 計 98（14）40 3 48（14） 87（29）
日本短角種




経 産 牛 33 3 22 7 15
若 雌 牛 16 （6） 9 （6） 7 3 3
育成雌牛 12 9 3 2 2
仔 雌 牛 2 9 7 2 2
小 計 63 （6） 9 3 47 （6） 22
種 雄 牛 1 1
成 雄 牛 13（13） 13（13）
育成雄牛 8 9 1
仔 雄 牛 3 16 17 1 1
小 計 25（13）16 39（13） 2
合 計 88（19）25 3 86（19） 24
表 7-1-1　平成 24 年度　飼養区分頭数の異動
ホルスタイン種




経 産 牛 18 2 8 2 10
若 雌 牛 2 2 6 6
育成雌牛 6 6 5 5
仔雌牛（H） 3 7 1 5 4
仔雌牛（F1）






小 計 8 8
合 計 29 15 3 16 25
緬羊




経 産 羊 17 2 3 12
若 雌 羊 19 2 4 13
育成雌羊
仔 雌 羊
小 計 36 4 7 25




小 計 2 1 1




若　牛・成　牛 … 雌は 18 ヶ月以上分娩まで。雄は 18 ヶ月以上。
育　　成　　牛 … 6 ヶ月以上 18 ヶ月未満。


































生　産 5 13 8 4 4 2 3 1 40
売　払 7 3 5 11 11 11 48
管理換
死　亡 1 1 1 3


































生　産 13 8 1 2 1 25
売　払 20 8 5 6 4 8 2 26 2 81
管理換 5 5
死　亡 1 1 1 3


































生　産 2 2 3 2 1 2 2 1 15
売　払 2 1 2 4 1 6 16
管理換
死　亡 1 1 1 3





































死　亡 2 2 4
頭　数 38 38 30 30 30 30 30 28 28 28 28 28 26 26 26






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 7-4-1　平成 24 年度　肉牛繁殖成績









（%）頭　数 率（%） 頭　数 率（%）
黒 毛 和 種
経 産 40 31 77.5 28 28 100 70.0
未 経 産 10 8 80.0 8 8 100 80.0
計 50 39 78.0 36 36 100 75.0
日 本 短 角 種
経 産 33 21 63.6 20 20 100 60.6
未 経 産 12 5 41.7 5 5 100 41.7






表 7-3　平成 24 年度　乳牛繁殖成績
現況 前産次
淘汰年月日
個体番号 分娩月日 産次 初回授精月日 最終授精月日 授精回数 現況 空胎日数 授精回数
H103 H25. 2. 9 5 未授精 97 1
H133 H23. 7.20 4 除　籍 H24.12.19
H151 H22. 7.10 3 除　籍 H24.12.19
H152 H24. 7.24 4 H24.11.29 H24.11.29 1 受　胎 84 1
H159 H24. 8.23 4 H23.10.20 H23.11.11 2 受　胎 128 2
H166 H24. 2.18 3 除　籍 H25. 1. 4
H171 H24. 9. 7 3 除　籍 H25.11. 6
H181 H23. 7.25 2 除　籍 H24.12.19
H189 H23.12.11 2 除　籍 H24.12.19
H190 H24.10.29 3 H24.12.14 H24.12.14 1 受　胎 204 2
H191 H24. 1.21 2 除　籍 H25. 3. 7
H193 H25. 1.15 3 H25. 3. 5 H25. 3. 5 1 授精中 83 1
H195 H25. 3. 2 3 未授精 123 2
H196 H24. 1.27 2 除　籍 H25. 3. 7
H197 H24. 2. 9 2 除　籍 H25. 3. 7
H212 H24.10.28 2 未授精 176 2
H215 H24. 8.28 2 H25. 1.15 H25. 1.15 1 受　胎 100 2
H220 H23.10.14 2 H25. 3. 5 H25. 3. 5 1 授精中 200 4
H229 H24.12.23 1 H25. 1.29 H25. 1.29 1 受　胎
H231 H24. 7.25 1 H24. 9.13 H24.11.14 3 受　胎
H238 H25. 1.30 1 除　籍 H25. 3. 7
H241 0 H24. 7.13 H24. 7.13 1 受　胎
H243 0 H24.10. 2 H25. 2. 2 4 受　胎
H244 0 H24. 9.29 H24. 9.29 1 受　胎
H246 0 H24. 8.24 H24. 8.24 1 受　胎
H250 0 H24.10. 5 H24.10. 5 1 受　胎
H254 0 H25. 1.15 H25. 2. 6 2 受　胎
H257 0 H25. 1.25 H25. 1.25 1 受　胎
H258 0 H25. 2.23 H25. 2.23 1 授精中
M ± SD 2.6 ± 0.8 76 ± 39 106 ± 52 1.5 ± 0.8
※本資料は平成 25 年 3 月 31 日現在で作成されたものである。







区分 番号 性別 生年月日 産歴 前回分娩日 最終分娩日 分娩間隔（日） 授精方法 妊娠の有無 備考
1 B0978 ♀ H 6.12. 4 14 H22. 6.22 H23. 7.15 388 売却（H24.4.27）
2 B1009 ♀ H 7. 7.18 13 H22. 2.11 H23. 4. 4 417 死亡（H24.4.25）
3 B1065 ♀ H 8. 9.16 11 H21. 6.23 H23.10. 5 834 売却（H24.7.26）
4 B1067 ♀ H 8. 9.17 12 H21. 7.23 H22. 7.28 370 授精対象外
5 B1118 ♀ H 9. 9.19 11 H22. 6.21 H24. 6. 8 718 売却（H24.9.12）
6 B1187 ♀ H11. 4.19 12 H23. 5.20 H24. 8. 2 440 授精対象外
7 B1190 ♀ H11. 4.22 10 H22.10. 6 H24.10. 1 726 授精対象外
8 B1201 ♀ H11. 6. 7 10 H22. 6.30 H23. 6.16 351 授精対象外
9 B1221 ♀ H11. 6.24 11 H23. 6. 7 H24. 7.19 408 AI ○
10 B1260 ♀ H12. 6.13 8 H23. 7.15 H24. 8.24 406 AI ×
11 B1270 ♀ H12. 6.25 9 H23. 8.29 H24.11. 9 438 授精対象外
12 B1273 ♀ H12. 6.26 10 H23. 6. 2 H24. 6. 4 368 AI ○
13 B1281 ♀ H12. 6.29 8 H22. 6. 3 H23. 5.26 357 AI ○
14 B1288 ♀ H12. 7. 5 8 H21. 6.19 H22. 9.21 459 売却（H24.9.12）
15 B1301 ♀ H13. 3. 7 10 H23. 5.25 H24. 6. 5 377 死亡（H24.8.21）
16 B1322 ♀ H13. 5.12 8 H23. 8.26 H24. 9.11 382 授精対象外
17 B1404 ♀ H15. 5.26 6 H23. 3.14 H24. 7.28 502 AI ○
18 B1406 ♀ H15. 5.30 7 H22. 7.16 H23. 9.15 426 授精対象外
19 B1407 ♀ H15. 6. 2 8 H23. 5.27 H24. 6. 9 379 AI ○
20 B1413 ♀ H15. 6. 9 7 H22. 6.30 H23.10.11 468 AI ○
21 B1459 ♀ H16. 6.14 5 H23. 1.18 H24. 6. 8 507 売却（H24.9.12）
22 B1500 ♀ H17. 1.17 6 H23. 5.26 H24. 9. 5 468 AI ○
23 B1512 ♀ H17. 6.28 4 H23. 6. 6 H24. 6. 7 367 AI ○
24 B1531 ♀ H17. 7.19 5 H23. 5. 9 H24. 8.24 473 AI ○
25 B1532 ♀ H17. 7.19 4 H22. 1.24 H24. 8.13 932 AI ○
26 B1540 ♀ H17. 8.12 4 H23. 6.30 H24. 6.11 347 AI ○
27 B1548 ♀ H17.11.10 5 H23. 5.31 H24. 6.16 382 売却（H24.9.12）
28 B1566 ♀ H18. 7. 7 5 H23. 6.23 H24. 6. 1 344 AI ○
29 B1567 ♀ H18. 7. 7 4 H23. 6.14 H24. 7.29 411 AI ○
30 B1591 ♀ H18.11.12 3 H23. 7.11 H24. 9.10 427 AI ○
31 B1592 ♀ H18.11.16 4 H23. 8. 5 H24. 7.29 359 AI ○
32 B1613 ♀ H19. 7. 6 3 H23. 7.14 H24. 6.23 345 まき牛 ○
33 B1625 ♀ H19. 7.18 3 H23. 6. 1 H24. 6.28 393 AI ○
34 B1631 ♀ H19. 8.30 3 H23. 6. 2 H24. 6. 6 370 AI ○
35 B1639 ♀ H20. 1.29 2 H22. 8.11 H23.11.20 466 AI ○
36 B1641 ♀ H20. 5.15 2 H23. 6.23 H24. 5.20 332 AI ○
37 B1645 ♀ H20. 5.30 2 H23. 5.17 H24. 5.17 366 AI ○
38 B1646 ♀ H20. 5.30 1 H22. 8. 3 授精対象外
39 B1676 ♀ H21. 1.28 0 授精対象外
40 B1678 ♀ H21. 5.20 2 H23. 6.30 H24. 7.26 392 AI ○
41 B1679 ♀ H21. 5.20 1 H23. 7. 5 AI ○
42 B1683 ♀ H21. 6. 1 1 H24. 7. 1 AI ○
43 B1705 ♀ H22. 1.18 1 H24. 7. 1 AI ○
44 B1711 ♀ H22. 5.14 1 H24. 5.25 AI ○
45 B1712 ♀ H22. 5.17 0 H24. 5.28 AI ○
46 B1713 ♀ H22. 5.18 1 H24. 6.16 AI ○
47 B1718 ♀ H22. 6.10 1 H24. 7. 9 AI ○
48 B1722 ♀ H22. 6.21 1 H24. 5.28 AI ○
49 B1725 ♀ H22. 6.22 1 H24. 6.16 AI ○
50 B1738 ♀ H22. 8.21 1 H24. 7.15 AI ○
51 B1740 ♀ H23. 1.18 0 AI ○
52 B1741 ♀ H23. 3.14 0 AI ○
53 B1744 ♀ H23. 5.17 0
54 B1745 ♀ H23. 5.20 0 AI ○
55 B1751 ♀ H23. 6. 1 0 AI ○




区分 番号 性別 生年月日 産歴 前回分娩日 最終分娩日 分娩間隔（日） 授精方法 妊娠の有無 備考
1 N0404 ♀ H13. 4.16 10 H23. 6.29 H24. 6. 2 339 売却（H24.9.14）
2 N0415 ♀ H14. 3. 8 5 H21. 7. 3 H22. 5.12 313 授精対象外
3 N0416 ♀ H14. 3.26 8 H22. 9.27 H24. 6.29 641 まき牛 ○
4 N0418 ♀ H15. 6.26 6 H23. 1.18 H24. 6. 2 501 売却（H24.11.9）
5 N0420 ♀ H15. 7. 2 4 H22. 5.25 H23. 7.11 412 授精対象外
6 N0421 ♀ H15. 7. 2 4 H22.11. 4 H23.12. 6 397 まき牛 ○
7 N0427 ♀ H15. 9.16 5 H22. 6.15 H24. 5.20 705 売却（H24.11.9）
8 N0428 ♀ H15. 9.20 5 H23. 6.27 H24. 5.20 328 売却（H24.11.9）
9 N0444 ♀ H17. 5.20 5 H23. 6.21 H24. 5.27 341 売却（H24.11.9）
10 N0447 ♀ H17. 6.27 4 H22. 7.23 H23.11.14 479 まき牛 ○
11 N0463 ♀ H18. 6.16 2 H22. 6.10 H24. 1. 8 577 売却（H24.11.9）
12 N0464 ♀ H18. 6.16 3 H23. 6.10 H24. 5.22 347 売却（H24.11.9）
13 N0469 ♀ H18. 7.12 2 H22. 5.18 H24. 1.26 618 まき牛 ○
14 N0478 ♀ H19. 6.14 2 H22. 5.26 H24. 1.13 597 売却（H24.11.9）
15 N0487 ♀ H19. 6.25 2 H22. 5. 7 H24. 6.19 774 売却（H24.11.9）
16 N0499 ♀ H20. 6. 2 1 H23. 8.24 売却（H24.11.9）
17 N0501 ♀ H20. 6. 9 1 H23. 6.21 まき牛 ○
18 N0507 ♀ H21. 5.20 1 H23. 6.27 授精対象外
19 N0508 ♀ H21. 5.28 1 H23. 4.26 売却（H24.11.9）
20 N0510 ♀ H21. 6.10 1 H24. 5.20 まき牛 ○
21 N0511 ♀ H21. 6.15 1 H23. 8.29 売却（H24.11.9）
22 N0513 ♀ H21. 6.19 2 H23.10. 3 H24. 8.27 329
23 N0849 ♀ H 8. 4. 7 11 H21. 6.10 H23. 6. 6 726 死亡（H24.7.6）
24 N0893 ♀ H12. 6.17 6 H21. 6.10 H23. 7. 5 755 死亡（H24.4.16）
25 N0897 ♀ H13. 4. 5 8 H22. 5.27 H24. 7. 4 769 売却（H24.9.14）
26 N0903 ♀ H14. 6. 3 6 H23. 1.28 H24. 5.22 480 売却（H24.9.14）
27 N0904 ♀ H14. 6. 3 7 H22.11.22 H24. 5.25 550 売却（H24.9.14）
28 N0917 ♀ H16. 6.14 4 H21. 6.23 H23. 6.27 734 授精対象外
29 N0926 ♀ H17. 6.16 4 H23. 5.25 H24. 6. 4 376 売却（H24.9.14）
30 N0927 ♀ H17. 6.20 4 H23. 7. 6 H24. 5.17 316 売却（H24.9.14）
31 N0930 ♀ H17. 6.30 4 H22.11.21 H23.11.14 358 売却（H24.9.14）
32 N0932 ♀ H17. 7.25 4 H23. 6. 2 H24. 5.30 363 売却（H24.9.14）
33 N0936 ♀ H18. 6.12 3 H23. 6. 6 H24. 5.18 347 売却（H24.9.14）
34 N0937 ♀ H18. 6.20 3 H22.11.26 H24. 6. 9 561 死亡（H24.8.21）
35 N0945 ♀ H19. 6. 8 3 H23. 7. 4 H24. 6.11 343 まき牛 ○
36 N0961 ♀ H20. 6.12 2 H22. 7. 9 H24. 5.21 682 売却（H24.9.14）
37 N0970 ♀ H21. 5.22 1 H24. 5.28 売却（H24.12.11）
38 N0971 ♀ H21. 5.25 1 H24. 8.22
39 N0972 ♀ H21. 6. 3 1 H24. 5.20 まき牛 ○
40 N0974 ♀ H21. 6.10 2 授精対象外
41 N0977 ♀ H21. 6.19 1 H24. 9.24
42 N0982 ♀ H22. 5.25 0
43 N0983 ♀ H22. 5.27 0 売却（H24.9.14）
44 N0986 ♀ H22.11.22 0 売却（H24.9.14）





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































生産実績は，素材材積でスギが 510 m3 であった。切捨
間伐予定地であった 14 林班を 2 小班（1.01 ha）から素材
生産を行ったため予定より生産量が増えた。そのうち会議
室テーブル天板用に 1.9 m3 を供出し 508.1 m3 を売払った。
売払金額は 299.3 万円と収入計画より 41.3 万円上回った。
2）植林・保育（表 8-2）
平成 24 年度の計画は切捨間伐 3.30 ha であった。実績は
切捨間伐 1.40 ha，切捨間伐・枝払い 0.13 ha の合計 1.53 ha
















平成 23 年度の測定結果は，コナラ原木（乾）4 サンプ
ルから最大 1400 Bq/kg 最小 1000 Bq/kg 平均 1300 Bq/kg，乾
椎茸（乾）3 サンプルから最大 4300 Bq/kg 最小 4100 Bq/kg 
平均 4200 Bq/kg，ホダ木（乾）16 サンプルから最大 1100 
Bq/kg 最小 220 Bq/kg 平均 480 Bq/kg となった。
平成 24 年度の測定結果は，コナラ原木（乾）1 サンプ
ルから 240 Bq/kg，生椎茸（生）2 サンプルから最大 250 
Bq/kg 最小 100 Bq/kg 平均 180Bq/kg，乾椎茸（乾）3 サンプ
ルから最大 3200 Bq/kg 最小 2100 Bq/kg 平均 2600 Bq/kg，ホ
ダ木（乾）21 サンプルから最大 550 Bq/kg 最小 130 Bq/kg 
平均 290 Bq/kg，サトウカエデ樹液（生）2 サンプルは検出
限界未満（10 Bq/kg，25 Bq/kg），メープルシロップ（生）




針葉樹（スギ） 17 林班緬羊舎裏 0.30 310.1 310.1 178.5
17 林班 23 号畑 0.36
17 林班緬羊舎前 0.01
17 林班草地管理舎裏 0.01
17 林班 13 号防風林 0.50 199.9 198.0 120.8
14 林班を 2 小班 1.01 1.9 ※




切捨間伐・枝払い 15 林班わ 1 小班 0.13 46%
切捨間伐 16 林班る 1 小班 0.90 45%















トラクタでは JD6100 と 6400，作業機ではリバーシブルプ
ラウとディスクハローが多く利用された。
農作業の中心となるトラクタについては，昭和 61 年 3
月購入のクボタ L1-R33 が廃棄され，新たにヤンマートラ
クタ EG445 と代掻き用ニプロウィングハロー WRS610N-
0S が導入された。また平成 4 年 3 月購入のトヨタフォーク
リフト FDT-25 のシリンダーが働かずにエンジンオイル内
に入り込むようになったため，新たに TCM 社 FD35T2 が















水 稲 5.91 191.5 32.4
小 豆 0.00 0 0.0
ラ イ 麦 0.03 17.5 583.3
バ レ イ シ ョ 0.38 45 118.4
人 参・牛 蒡 0.20 26.5 132.5
ナ ガ イ モ 0.10 44.5 445.0
果 樹 2.36 62 26.3
デントコーン 6.80 191 28.1
牧 草（ 採 草 ） 9.90 219.5 22.2
牧 草（ 放 牧 ） 6.70 66.5 9.9















（ℓ/h）平成 24 年度 累　　計
トラクタ クボタ L1-R33 ターボ S 61.03 8 26 2,990 262.3 5,106.7 833 3.2 
ヤンマー EG445 H 2501 8 1 5,040 0.0 
ヰセキ T7000 S 58.03 8 29 3,480 115.6 7,366.5 453 3.9 
MF165-3 S 51.03 8 36 3,231 110.7 7,990.4 378 3.4 
MF194-4 S 56.03 8 31 5,264 22.2 　541.31） 16 0.7 
MF265 S 59.03 8 28 4,590 18.4 5,113.0 84 4.6 
MF290 S 57.03 8 30 5,070 94.2 7,116.9 256 2.7 
MF3095 H 03.03 8 21 7,766 64.1 4,879.8 611 9.5 
　 JD6100 H 07.03 8 17 5,735 220.0 5,869.3 989 4.5 
JD6400 H 09.03 8 15 6,973 253.0 4,247.3 1,628 6.4 
ブルドーザ CAT-D4H S 61.03 5 26 0 21.6 2,956.8 0.0 
油圧ショベル CAT-E70B H 03.03 5 21 4,893 162.5 　11992） 402 2.5 
ホイルローダ CAT-WS210II H 09.03 5 15 3,605 598.4 6,789.0 515 0.9 
　 TCM-LL4-2 H 18.03 5 7 3,299 503.2 3,210.0 1,329 2.6 
TCM-L13-2（ロールグラブ付） H 16.03 5 9 7,770 785.0 5,508.9 3,197 4.1 
フォークリフト トヨタ　FDT-25 H 04.03 5 20 3,626 15.0 6,802.0 30 2.0 
TCM　FD35T2 H 2406 5 1 3,906 8.8 37.8 154 17.5 
スキットステアローダ トヨタ 3SDK4 H 06.03 5 18 1,483 25.8 456.1 33 1.3 
潅木刈払い機 RB-1500 H 12.12 8 12 10,815 32.2 443.7 227 7.0 
自脱コンバイン SR40GSSDRMW-S50C H 08.09 5 16 5,462 - - - -
乗用田植機 ポット苗，側条 LPR-6 S 63.03 5 24 1,470 -
三菱 MFP605VG H 08.03 5 16 1,457 - - - -
クボタ NSU67-IT5FR H 22.03 5 3 2,415 - - - -
乗用ロータリーモア カール II NRMI3JH H 11.05 8 13 560 - - -
運搬車 ヤンマー CG191SD-EW H 14.03 4 11 720 - - - -
自走式豆脱粒機 MTB-640, コンマ H 07.03 8 17 659 - - - -
注．農機具の耐用年数は，農林水産省の「平成 10 年度農畜産業用固定資産評価標準」による。










（km/ℓ）平成 24 年度 累　　計
乗用車 日産セレナ・VUA-TNC24 型 H 15.03 1,905 4,489 72,662 561 8.0 
日産エクストレイル・UA-NT30 H 16.09 1,725 7,874 80,383 757 10.4 
トヨタクレスタ・GF-GX H 13.03 2,338 14,070 152,198 1,244 11.3 
三菱デリカスペースギア・GF-PD6W・NSEGEI H 11.01 2,961 5,903 111,428 989 6.0 
日産エクストレイル・DBA-NT31 H 24.03 2,095 4,862 4,892 693 7.0 
トラック（畜産）日産アトラス・KR-SR8F23 H 16.09 1,947 3,034 54,847 543 5.6 
　　　 　（作物）日産アトラス・KR-SR8F23 H 17.09 1,920 4,309 33,700 559 7.7 
日産コンドル・U-MK210FN H 05.11 6,199 1,994 93,529 371 5.4 
日産コンドルダンプ・KK-MK26A（改） H 15.03 5,670 1,389 23,199 377 3.7 
日野レンジャーダンプ・P-173BD4WD（スノープラウ付） S 60.12 6,910 148 52,369 101 1.5 
いすゞエルフ・KK-NKS71EA-6 H 13.03 3,605 3,902 72,172 600 6.5 
軽自動車ダイハツハイゼット 4WD660 H 20.07 804 4,411 33,217 430 10.3 
バイク ホンダ・スーパーカブ 202 H 14.06 169 - - - -
ホンダ・C50 プレスカブ 198 H 07.10 155 - - - -




作　業　機　機　名 規　格　・　型　式 購入年月 耐用年数（年） 経過年数（年） 取得価格（千円）
トレーラ　① MF21 S 45.08 4 41 390
〃　　　　② MF21 S 49.06 4 37 500
〃　　　　③ デリカ DTD2300 S 63.10 4 23 600
〃　　　　④ スター HD9（S） H 03.03 4 20 811
〃　　　　⑤ スター HD9（S） H 05.02 4 12 811
〃　　　　⑥ スター TMT5020S H 11.05 4 18 651
プラウ　　　 スガノ TOYB-18 × 2 S 57.10 5 29 470
リバーシブルプラウ スガノ RQY202C 16-18-20 × 2 H 13.03 5 11 797
ロータリーハロー　① コバシ KA201 S 55.03 5 31 680
〃　　　　　　　　② クボタ RM1703 S 61.03 5 25 600
〃　　　　　　　　③ ニプロ LT2000 S 63.03 5 23 650
〃　　　　　　　　④ ニプロ LX2202 H 03.03 5 20 649
ディスクハロー　① MTH2400 スター式 H 02.03 5 21 632
ディスクハロー　② MTH2400 スター式 H 13.03 5 11 488
パディーハロー コバシ PHN360AB S 56.03 5 30 458
ドライブハロー クボタ HA-2400B S 61.03 5 25 390
ウイングハロー 二プロ HW-3702B-3L H 04.03 5 19 1,030
二プロ WRS3610N-0S H 2501 5 1 911
ツースハロー ※ 770 S 40.03 5 46 120
マニュアスプレッダ　① デリカ DF3000 S 60.03 5 25 1,145
〃　　　　　　　　　② タカキタ DH2080D H 18.02 5 6 775
ブロードキャスタ　① ビコン PS400　帯状アタッチ付 S 62.02 5 24 315
〃　　　　　　　　② ビコン PS605　600 S 63.10 5 23 270
〃　　　　　　　　③ ビコン PS605　600 H 01.01 5 22 270
〃　　　　　　　　④ ビコン PS605　600 H 02.03 5 21 268
〃　　　　　　　　⑤ ビコン PS605　600 H 02.03 5 21 268
ライムソワ　① スター MSL-3030 H 04.08 5 19 281
〃　　　　　② スター MSL-3030 H 04.08 5 19 281
カーペットダスタ 丸山 CDM-2A H 11.03 5 12 1,499
グレンドリル MF34 S 58.03 5 28 650
ニューマッチプランタ タカキタ AS404TD S 57.01 5 29 680
プランタ コビントン TP46　4 条 S 62.03 5 24 750
ジェットシーダ タカキタ JS-4102 H 02.03 5 21 896
ポテトプランタ トカチ PK-2 S 53.03 5 33 430
ポテトディガ ニプロ VG1400 H 01.01 5 22 620
均平ローラ スター式 S 42.02 5 44 180
K 型ローラ KP-822 S 45.09 5 41 170
重転圧ローラ 自家製 S 57.09 5 29 408
ズームスプレーヤ 共立 BSM-600W S 58.03 5 28 1,092
ブームスプレーヤ ハツタ KH-450-E 型 6Y H 01.07 5 22 1,356
ロータリーカルチベータ 二プロ PK-510 H 02.03 5 21 483
フレールチョッパ インター NO8 S 48.08 5 38 995
コーンハーベスタ フェラボリー 2 条ロークロップ S 60.03 5 26 4,329
レシプロモア ブサテス BM1205 H 02.03 5 21 484
ディスクモア クーン GMD44 S 57.10 5 29 780
モアーコンディショナ ビコン KM2401 H 15.09 5 8 2,394
ロータリーカッタ　① MF65-7 S 42.03 5 44 320
ジャイロテッタ スター MGT6200 H 03.03 5 20 778
58
10. クワの管理について
桑園条間に繁茂する雑草を管理するため，6 月から 10 月
にかけて計 4 回，草が伸び次第刈り払い機で刈り取り，集
草した。12 月 5-12 日には高さ約 1m の位置で枝を剪定し，





平成 18 年度からの不動産等の異動状況は，表 10-1 のと
おりである。
なお，平成 23 年度から 2 ヶ年間の年度別収入額は表
10-2 のとおりである。
表 10-1　不動産等（建物）の異動状況












平成 20 年 6 月，
平成 20 年 6 月，






作　業　機　機　名 規　格　・　型　式 購入年月 耐用年数（年） 経過年数（年） 取得価格（千円）
ジャイロレーキ スター MGR3720 H 03.03 5 20 623
ロールベーラ ジョンディア JD582CPNRTW H 21.09 5 4 4,886
スラリスプレッダ バウアー M22V S 50.11 5 36 2,650
チョッパーミキサ バウアー MT500 S 50.11 5 36 450
押土用ブレード ボンフォードパワードーザ S 52.01 4 34 490
サブソイラ MF27 S 55.07 5 31 250
フロントローダ MFL55A（ベールフォーク，広巾バケット付） S 62.02 4 24 945
ラッピングマシン ニューランド NR-301 H 10.03 5 13 1,499
畦塗機 冨士トレーラーゼロ -2 コンパス 17 H 04.02 5 19 460
圧送ポンプ ROTA85T 型 H 04.03 5 19 1,246
トレンチャー ササキ TH-771 H 04.03 5 19 989
ロータリーマルチ コバシ平高畦 H 04.03 5 19 156
同時播種施肥機 クボタ FD102 H 11.09 5 12 216
ブームモア フェリー TD46 H 09.12 5 14 1,729
フレールモア スター MFN1810 H 20.04 5 5 430




予算科目 平成 23 年度 平成 24 年度
円 円
大学運営資金 139,921,146 149,159,650 
運営費交付金（特別） 0 26,230,000 
運営費交付金（特殊） 10,021 10,021 
運営費交付金（災害） 51,987,210 0 
間接経費 39,812,624 57,822,841 
寄附金 44,651,877 73,300,920 
受託研究 35,793,270 22,061,150 
受託事業 0 2,355,910 
目的積立金 0 0 
預り補助金等 71,302,238 78,432,557 
表 10-4　科学研究費補助金採択状況
種　　　　目
平成 23 年度 平成 24 年度
件　数 金　　額 件　数 金　　額
円 円
基盤研究（A） 1 8,600,000 1 14,600,000
基盤研究（B） 0 0 3 7,450,000
基盤研究（C） 1 500,000 1 500,000
挑戦萌芽 1 1,200,000 2 3,800,000
若手研究（B） 3 4,500,000 3 4,400,000
奨励研究 3 1,800,000 0 0




整理番号 購入年月日 取得経費 品　　　　　　　名
H24. 6.15 運営費交付金 TCM（株）製　フォークリフト
H24. 7.20 共同研究費 日本サーモ（株）製　ポータブル炭化水素計
H24. 7.23 共同研究費 Unisense 社製　マイクロセンサーマルチメータ
H24.12.20 科研費 （株）島津製作所製　DNA/RNA 分析用マイクロチップ電気泳動装置
H25. 1.21 科研費 日本エアーテック（株）製　クリーンベンチ
H25. 1.23 運営費交付金 ヤンマー（株）製　農業用トラクター
H25. 1.23 運営費交付金 松山（株）製　代掻き用ニプロウイングハロー
H25. 2.14 科研費 イルミナ社製　次世代シーケンサー MiSeq システム
H25. 2.19 科研費 sage science 社製　自動 DNA 断片ゲル抽出装置


















上　旬 2.5 0.8 5.5 9.0 18.9 23.8 24.7 29.9 28.3 21.3 13.4 3.8
中　旬 1.4 1.1 4.7 13.5 17.7 19.5 27.2 30.1 29.3 18.9 10.8 4.3
下　旬 -1.1 2.5 7.8 16.6 21.2 23.4 28.6 31.8 21.9 16.7 7.8 1.7





上　旬 -5.0 -8.0 -2.5 -1.7 9.8 12.5 17.2 19.5 19.7 12.0 5.6 -2.7
中　旬 -5.6 -7.8 -3.4 3.2 8.5 12.9 18.2 20.8 20.1 7.2 3.0 -2.2
下　旬 -7.0 -6.2 -1.2 6.0 9.7 11.6 19.2 20.9 14.5 6.6 -1.4 -4.2





上　旬 -1.2 -3.4 1.2 3.0 13.9 17.5 20.4 23.7 23.3 16.2 9.4 0.3
中　旬 -2.1 -3.3 0.5 7.9 12.8 15.8 22.2 24.7 23.9 12.6 6.4 1.1
下　旬 -3.9 -1.7 2.9 11.1 15.1 17.1 23.2 25.3 17.9 11.5 2.5 -1.3










上　旬 3.1 2.7 5.2 12.3 18.5 22.0 23.8 28.2 25.4 19.9 14.3 7.6
中　旬 2.5 3.3 7.4 14.1 18.8 22.6 25.1 27.4 23.4 18.3 11.3 5.2
下　旬 2.3 4.3 8.8 16.7 20.7 22.6 27.1 26.7 21.2 15.8 9.4 4.6





上　旬 -3.9 -4.9 -3.1 1.0 6.5 11.8 16.1 19.6 16.9 9.9 3.6 -0.7
中　旬 -4.7 -4.4 -2.0 2.6 8.1 13.3 17.4 19.3 14.9 7.7 1.8 -2.2
下　旬 -5.0 -3.9- 1.0 4.5 9.6 14.7 18.9 18.2 11.8 5.2 0.2 -2.5





上　旬 -0.5 -1.1 0.9 6.5 12.4 16.6 19.6 23.3 20.7 14.5 8.6 3.2
中　旬 -1.1 -0.6 2.4 8.2 13.3 17.6 20.9 22.7 18.7 12.7 6.3 1.3
下　旬 -1.3 0.1 3.6 10.5 14.9 18.3 22.5 22.0 16.2 10.3 4.5 0.9
平　均 -1.0 -0.5 2.3 8.4 13.5 17.5 21.0 22.7 18.5 12.5 6.5 1.8 10.3
気　　　　　温　（℃）（極　値）







上　旬 6.6 6.7 10.1 15.5 21.5 27.6 30.7 33.7 29.8 26.1 17.3 8.2
中　旬 5.1 4.3 11.3 19.5 24.7 26.2 32.9 34.1 32.5 20.8 16.8 9.5
下　旬 4.0 6.1 13.6 23.2 25.8 25.9 34.8 33.6 26.5 20.0 12.1 4.4
月極値 6.6 6.7 13.6 23.2 25.8 27.6 34.8 34.1 32.5 26.1 17.3 9.5
最　
低
上　旬 -7.6 -11.5 -7.1 -3.2 5.1 9.9 14.5 15.6 16.2 7.3 1.9 -4.3
中　旬 -8.0 10.9 -7.4 -0.2 5.0 10.5 13.8 18.2 17.7 4.2 -0.2 -5.3
下　旬 -10.8 -8.8 -3.1 3.8 7.4 8.0 14.5 18.3 11.5 4.3 -3.7 -8.1
月極値 -10.8 -11.5 -7.4 -3.2 5.0 8.0 13.8 15.6 11.5 4.2 -3.7 -8.1
降　　水　　量　（mm）





上　旬 15.5 9.5 63.5 30.0 143.0 52.0 96.0 0.5 38.0 63.0 93.0 58.0
中　旬 10.0 9.0 31.5 12.0 30.0 100.5 28.5 15.0 14.5 17.0 58.0 30.5
下　旬 43.5 25.5 46.0 49.5 9.5 0.5 8.0 3.0 101.0 35.0 17.0 52.0




上　旬 41.7 27.3 30.9 28.9 33.6 39.2 71.2 53.1 57.1 52.5 36.2 33.5
中　旬 26.5 33.0 29.9 45.7 44.7 54.9 76.3 67.6 75.9 32.8 39.6 34.2
下　旬 34.7 22.7 34.9 48.7 47.9 70.1 59.8 97.0 58.2 47.0 35.9 42.5
月　別 102.9 83.0 95.7 123.3 126.2 164.2 207.3 217.7 191.2 132.3 111.7 110.2 1665.7
日　照　時　間　（hr）





上　旬 38.8 27.1 33.4 46.4 34.7 56.5 36.7 61.4 41.9 37.1 21.5 16.5
中　旬 30.6 45.0 46.4 41.4 57.4 19.7 31.2 42.4 49.8 56.3 24.6 27.9
下　旬 17.0 32.6 42.8 39.3 73.6 70.3 52.2 71.8 21.6 43.8 25.3 14.3




上　旬 27.8 37.6 43.4 60.0 60.3 56.8 37.6 45.2 36.1 41.0 44.3 31.2
中　旬 32.4 38.5 50.5 56.2 54.6 48.5 34.6 35.6 35.6 43.2 34.2 25.2
下　旬 35.5 34.7 53.0 65.4 69.0 39.5 45.4 46.3 36.7 50.1 37.1 32.1
月　別 95.7 110.8 146.9 181.6 183.9 144.8 117.6 127.1 108.4 134.3 115.6 88.5 1555.2
降　水　日　数　（日）
年 / 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合　計
平 成 24 年 12 12 21 12 11 8 12 3 13 12 21 23 160
平 年 値 16.8 14.2 14.2 12.0 11.3 12.4 15.7 13.8 13.7 12.4 13.4 17.0 166.9



















すでに ArcGIS で用いられる shp ファイルを GPSMapEdit，











































ディタ］ - ［編集の保存］，［エディタ］ - ［編集の終了］。








イルに変換し，作成した KMZ ファイルを Google Earth で
KML ファイルに変換する。
KMZ ファイルの拡張子を .zip に編集したものを解凍し




2. ライン名を GPS で表示するために，ラインのレイヤの
［プロパティ］ - ［表示］タブ - ［表示式］ - ［フィール
ド］にライン名フィールドを指定する。（図 3）
3.［ジオプロセシング］ - ［　ArcToolbox］ - ［変換ツール］ 




6.［ファイル］ - ［開く］先ほど出力した KMZ ファイル
を開く。
7. サイドバーの［▼場所］ - ［保留］の下に新しい項目が
できているので，そこを右クリックして［名前をつけ
て場所を保存］ - ファイルの名前・保存場所を指定し，
［ファイルの種類］を［kml（*.kml）］にする - ［保存］。 
（図 4） 
3）KML ファイルを GPS にアップロード
KML ファイルをカシミール 3D に読み込み，GPS にアッ
プロードする。または GPX ファイルに変換する。
1. カシミール 3D を起動する
2.［ファイル］ - ［GPS 各種ファイルを読む］ - 先ほど作成
した kml ファイルを開くと，データが表示される。
3.［編集］ - ［GPS データ編集］で GPS データエディタウ
インドゥが開くので，［GPS データ］ - ［トラック］を
開く。
4. GPS に転送するトラックを選択して（複数選択可）右
クリック - ［GPS にアップロード］。（GPX ファイルに
書き出す場合は，トラックを選択して（複数選択可）
右クリック - ［ファイルへの書き出し］ - ファイルの名
前・保存場所を指定し，ファイルの種類を GPX ファ
イル（*.gpx）にする - ［保存］。）
5. アップロード / ダウンロードリストウインドが開き，
アップロード予約されたファイルの一覧が表示される。
6. GPS を PC に接続し，接続されたか確認する。
7.［アップロード］ボタンを押すと GPS にデータが転送
される。





することができないので，GPS 内の GPX ファイルをメモ
帳などの置換機能を使って編集する。
1. メモ帳を開き，［ファイル］ - ［開く］ - ファイル名の
右側にある［テキスト文書］を［すべてのファイル
（*.*）］にする - ［コンピュータ］ - ［USB 接続してい
るGPSのドライブ］ - ［Garmin］フォルダ - ［GPX］フォ
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